
　
片
岡
正
一
さ
ん
は
昭
和
40

年
（
１
９
６
５
）
７
月
、
東

京
・
江
東
区
で
生
ま
れ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年

で
あ
る
。
小
学
１
年
の
と
き
、

両
親
と
一
緒
に
八
千
代
市
の

高
津
団
地
に
移
り
住
む
。
白

井
町
（
当
時
）
の
堀
込
に
引

っ
越
し
た
の
は
、
高
校
１
年

の
と
き
だ
っ
た
。

　
県
立
高
校
を
卒
業
後
、
日

大
理
工
学
部
に
入
学
。
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
入

り
、
槍
ヶ
岳
な
ど
の
日
本
ア

ル
プ
ス
を
踏
破
す
る
。
就
職

が
決
ま
っ
た
。

　
が
、
「
社
会
人
に
な
る
前

に
、
知
ら
な
い
世
界
を
見
て

お
き
た
い
な
ぁ
」
と
思
い
、

友
人
と
２
人
で
ギ
リ
シ
ア
を

皮
切
り
に
、
イ
タ
リ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
８

カ
国
を
１
カ
月
か
け
て
巡
る

ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
。

　
様
々
な
都
市
を

訪
れ
、
主
だ
っ
た

美
術
館
は
欠
か
さ

ず
に
見
学
。
と
く

に
美
術
に
興
味
を

持
つ
こ
と
も
な
い

生
活
だ
っ
た
が
、

「
ホ
ン
ト
に
よ
く

見
て
廻
り
ま
し
た

ね
。
（
美
術
の
）

下
地
が
あ
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
か
ら
、

何
が
ど
う
っ
て
判

ら
な
い
ん
だ
け
れ

ど
…
…
た
だ
本
物

の
迫
力
を
ヒ
シ
ヒ

シ
と
感
じ
ま
し
た

よ
」

　
理
科
系
人
間
だ

っ
た

片
岡

さ

ん

が
、
こ
の
卒
業
旅

行
で
美
術
に
開
眼

す
る
。
中
で
も
、

印
象
派
の
巨
匠

た
ち
の
作
品
に

惹
か
れ
た
。
同

時
に
日
本
文
化

の
素
晴
ら
し
さ

に
気
づ
く
旅
で

も
あ
っ
た
。「
日

本
の
浮
世
絵
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

画
家
た
ち
に
大

き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
を
知

っ
て
、
誇
ら
し

い
気
が
し
ま
し

た
ね
」

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
を
廻
っ

て
い
る
と
き
に

感
じ
た
違
和
感

が
あ
っ
た
。
自

然
と
対
立
す
る

都
市
の
姿
で
あ

る
。
そ
の
点
、

日
本
人
は
自
然
と
親
し
み
、

日
々
の
生
活
に
も
自
然
を
取

り
込
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
で

は
な
い
か
。

　
大
学
卒
業
後
、
片
岡
さ
ん

は
都
内
の
医
療
機
器
メ
ー
カ

ー
に
就
職
し
、
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
に
携
わ
る
。
就
職
し

て
２
年
後
に
職
場
結
婚
。
好

子
夫
人
と
の
新
居
も
慣
れ
親

し
ん
だ
堀
込
に
構
え
た
。

　
今
か
ら
15
年
前
、
ち
ょ
う

ど
長
女
が
誕
生
す
る
頃
だ
っ

た
。
知
人
を
介
し
て
歌
川
豊

国
ら
の
浮
世
絵
を
10
点
ほ
ど

購
入
す
る
。
天
然
の
原
料
か

ら
作
ら
れ
た
絵
の
具
や
和
紙

を
用
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

が
、
１
５
０
年
以
上
も
前
の

版
画
で
あ
る
の
に
、
鮮
や
か

で
繊
細
な
色
合
い
を
保
っ
て

い
る
。
版
木
職
人
や
摺
り
職

人
ら
の
技
術
の
高
さ
に
も
感

嘆
し
た
。

　
こ
う
し
て

片

岡

さ

ん

は
、
浮
世
絵

に
す
っ
か
り

魅

了

さ

れ

る
。
趣
味
が

高
じ
て
「
北

総
浮
世
絵
研

究
会
」
を
発

足
さ
せ
、
収

集
に
も
熱
中
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
「
そ
れ
な
り
に
値
が

張
る
し
、
小
遣
い
の
範
囲
で

集
め
て
る
ん
で
、
ボ
チ
ボ
チ

で
す
」

　
と
は
言
う
も
の
の
、
今
で

は
歌
川
派
門
人
会
に
も
属

し
、
１
０
０
点
を
越
す
作
品

を
収
集
し
た
と
い
う
。
小
学

校
で
浮
世
絵
展
を
催
す
こ
と

も
あ
る
。
「
子
ど
も
た
ち
に

ホ
ン
モ
ノ
と
触
れ
合
う
機
会

を
与
え
た
い
で
す
か
ら
ね
」

　
浮
世
絵
に
直
に
触
れ
た
子

ど
も
た
ち
が
素
直
に
感
動
す

る
姿
に
接
す
る
と
、
「
も
っ

と
そ
う
い
う
機
会
を
つ
く
り

た
い
」
と
思
う
が
、
休
日
は

子
煩
悩
な
父
親
で
あ
る
。
少

年
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
す
る

長
男
の
試
合
応
援
で
声
を
か

ら
し
、
高
校
受
験
を
控
え
た

長
女
を
案
じ
る
今
日
こ
の
頃

だ
。

　
保
険
者
証
が
届
か
な
い
、

算
定
が
違
う
、
後
期
高
齢
者

で
は
な
い
人
に
届
い
て
し
ま

っ
た
―
な
ど
の
報
道
が
連
日

さ
れ
て
い
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
。
は
た
し
て
白
井
市

の
現
状
は
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　
市
執
行
部
に
現
状
を
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
市
内
の
対

象
者
は
３
３
０
０
人
で
、
保

険
証
の
未
到
達
は
10
件
。
届

い
て
い
た
け
ど
捨
て
て
し
ま

っ
た
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
で
は
、
再
発

行
を
行
っ
た
も
の
の
、
①
居

所
不
明
、
②
外
国
に
長
期
居

住
、
③
行
方
不
明
と
い
っ
た

理
由
で
、
３
件
だ
け
は
ど
う

に
も
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。

　
さ
て
保
険
料
は
各
市
町
村

が
県
医
療
連
合
に
送
付
し
た

入
力
デ
ー
タ
で
算
定
し
ま
す

が
、
千
葉
県
で
は
他
に
比
べ

て
算
定
間
違
い
は
ご
く
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
問
題
の

特
別
徴
収
は
２
４
４
５
人
で

し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
件
数
は
、
４

月
末
ま
で
で
３
３
６
件
。
市

内
で
は
保
険
料
が
高
く
な
っ

た
と
の
抗
議
や
問
い
合
わ
せ

は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
高
齢

者
の
方
た
ち
の
国
会
デ
モ
ま

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
ひ
と
ま
ず
安
心
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
　
　

　
そ
も
そ
も
こ
の
制
度
は
、

２
年
前
の
７
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と

構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
２
０
０
６
」
、
俗
に
言
う

「
骨
太
の
方
針
２
０
０
６
」

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
い
う
内
容
か
と
い
う

と
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
、

少
子
化
対
策
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
等
の

歳
出
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
社
会
保
障
費
を
07
〜
11

年
の
５
年
間
で
、
年
平
均
２

２
０
０
億
円
も
抑
制
し
よ
う

と
い
う
も
の
。

　
削
減
の
中
身
は
、
雇
用
保

険
国
庫
負
担
、
生
活
保
護
費

削
減
、
診
療
報
酬
・
薬
価
等

の
改
定
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後

発
）
医
薬
品
の
使
用
促
進
が

主
な
も
の
で
す
が
、
社
会
保

障
費
削
減
の
１
つ
が
、
こ
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
の

で
す
。

　
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う

に
、
こ
の
制
度
の
開
始
当
初

か
ら
様
々
な
問
題
が
巻
き
起

こ
り
ま
し
た
。
６
月
議
会
で

も
、
全
日
本
年
金
者
組
合
か

ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
中
止
し
、
撤
廃
を
求
め
る

意
見
書
採
択
の
請
願
書
」
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
20
日
に
私
が
委
員
長

を
務
め
る
文
教
民
生
常
任
委

員
会
で
請
願
審
査
が
行
わ
れ

た
ま
し
た
が
、
意
外
に
も
市

議
会
内
で
は
、
こ
の
制
度
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
議
員

が
多
く
、
常
任
委
員
会
で
は

不
採
択
、
本
議
会
で
も
私
も

含
め
た
請
願
賛
成
者
は
７
名

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
社
会

を
迎
え
、
国
の
制
度
を
根
幹

か
ら
見
直
す
べ
き
と
き
に
、

官
僚
が
考
え
た
「
付
け
焼
刃

的
な
対
症
療
法
」
に
追
従
し

て
良
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
国
憲
法
第
25
条
第
１

項
に
は
、「
す
べ
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
文
の
精
神
に
則
る
な

ら
、
道
路
特
定
財
源
の
有
効

利
用
を
図
る
の
も
１
つ
の
手

段
で
し
ょ
う
。
「
負
担
と
給

付
」
を
、
根
本
か
ら
考
え
直

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
第
３
回
白
井
講
談
会
が
７

月
27
日
（
日
）
、
白
井
落
語

会
の
主
催
（
協
力
＝
エ
ヌ
・

ア
イ
・
エ
ス
・
ハ
ッ
ピ
ー
倶

楽
部
）
で
行
わ
れ
る
。
出
演

は
、
神
田
織
音
と
神
田
蘭
の

女
流
講
談
師
２
人
。

　
【
会
場
】
御
食
事
処
「
む

ら
さ
き
」
（
北
総
線
「
西
白

井
」
駅
下
車
徒
歩
約
５
分
）

【
開
演
】
午
後
２
時
半
【
入

場
料
】
２
千
円
（
白
井
落
語

会
・
Ｎ
Ｉ
Ｓ
パ
ッ
ピ
ー
倶
楽

部
会
員
は
千
５
百
円
）
　

　
イ
ケ
メ
ン
４
人
組
の
ヴ
ォ

ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
「
ジ
ャ

ミ
ン
・
ゼ
ブ
」
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
５
月

31
日
、
白
井
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

を
支
援
し
て
い
る
「
放
課
後

ク
ラ
ブ
『
ビ
リ
ー
ブ
』」
（
白

石
芳
朗
代
表
）
が
主
催
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
は
、
白

井
市
近
辺
は
も
と
よ
り
、
大

阪
、
九
州
な
ど
か
ら
「
追
っ

か
け
」
も
駆
け
つ
け
、
８
０

０
人
収
容
の
会
場
は
、
ほ
ぼ

満
席
。

　
４
人
組
み
は
、
ジ
ャ
ズ
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
「
Ａ
列
車
で

行
こ
う
」
で
始
ま
り
、
「
ス

マ
イ
ル
」
「
ス
カ
ー
ボ
ロ
フ

ェ
ア
」
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」
な
ど
10
数
曲
を
熱
唱

し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
歌
っ
て
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
つ
く
っ
て
い
る
か
を
説
明

す
る
た
め
、
別
々
に
ア
カ
ペ

ラ
で
自
分
の
パ
ー
ト
を
歌
う

な
ど
大
サ
ー
ビ
ス
。
最
後
に
、

障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
４

人
に
花
束
を
手
渡
し
、
１
時

間
半
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
終
わ

っ
た
。

　
「
多
く
の
人
に
来
て
も
ら

っ
て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
少
し
は
障
害

者
の
存
在
が
白
井
市
民
ら
に

理
解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
機
会
に

障
害
者
の
こ
と
に
も
っ
と
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」

（
白
石
氏
）
。
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
約

90
万
円
は
、
白
井
市
の
障
害

者
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。
　

　
白
井
音
楽
倶
楽
部
（
松
川

輝
雄
会
長
）
は
７
月

26
日

（
土
）
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
で
真

夏
の
夜
を
演
出
す
る
。
出
演

す
る
の
は
、
定
年
世
代
５
人

で
結
成
し
た
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ

ン
ド
「
モ
ア
ナ
・
マ
リ
エ
」

と
フ
ラ
ダ
ン
サ
ー
。

　
会
場
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
カ

フ
ェ
「
ザ
　
ワ
ー
ク
ス
」
で
、

午
後
６
時
開
演
。
会
費
２
５

０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
と

軽
食
付
き
）

　
問
い
合
わ
せ
は
、
白
井
音

楽
倶
楽
部
（
０
９
０
・
８
４

６
０
・
７
３
０
１
松
川
／
０

９
０
・
１
８
０
０
・
７
０
０

２
幸
正
）
へ
。
　

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治
の

こ

う
し
ょ
う
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日
本
の
社
会
保
障
は
ど
こ
へ

ど
う
し
て
高
齢
者
を

い
じ
め
る
の
か
！

博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館

浮世絵に魅せられて
小学校で展示会も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

新
会
員
募
集
中
！

電
話
４
９
１
・
９
７
０
４(

田
代)

欧州旅行で美術に開眼

「理系」から「文系」人間に

白
井
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
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女
性
フ
ァ
ン
ら
約
八
百
人
が
詰
め
か
け
る

白
井
講
談
会

に
女
講
談
師

二
人
が
出
演

７月27日

７/26

夏
の
夜
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
で

白
井
音
楽
倶
楽
部

ジャミン・ゼブ
チャリ ティ
コ ンサート

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
サ
イ
ン
会
が
行
わ

れ
、 

熱
狂
的
な
女
性
フ
ァ
ン
で
大
混
雑
。

２
０
０
枚
用
意
し
た
Ｃ
Ｄ
も
完
売
し
た

地域の仲間でつくりました。
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白井市バリアフリー
住環境相談会理事


